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日々の生活の大事な視点だと感じました。視覚障害者の方に対する配慮をどこまで考えるかという
発想もありますが。視覚障害者が使いやすいのであれば、私たちも使いやすいのではないでしょうか。

審査員コメント

生まれつき目が見えないのでラジオを情報源の意味合いで聴くのが習慣になってい
て、告知する宣伝名目のcmで番組モニター募集の旨の原稿が代読されます。
指定された番組を聴いてレポートを送るお仕事なので全盲の人の場合でも点字が
読み書きできなかったり苦手な人の場合でも、ITの操作に慣れていてメールやデータ
ファイルを扱うのに慣れている人の場合は責任を持ってできると思うし、自分も可能な
場合は応募してみようと思って動いてみましたが、応募用件はホームページからダウ
ンロードしてきたファイルを印刷した後で用紙に必要事項を書いて郵送するのが型に
なる決まりになってしまっているようで誰かの目を借りられない場合は手が出せない
状況です。
ホームページに設置されているリンク先の問い合わせフォームから上に書いた状態
をメールで要件の緩和をお願いする書き方で訴えてみたのですが、誰かの目を借りて
代わりに型になっている要件を満たして欲しいという趣旨の返信をお詫び名目で一方
的に返されてご了承くださいと押されてしまったので応募を断念して諦めました。

松井　利樹
未熟児網膜症を患っている状態で生まれて、盲学校に入学して義務教育と専門教育を受講して終了した後は、治療院
に就職して開業するのに必須なノーハウを働きながら学んで独立して自宅で開業して年中無休で磨いた腕を武器に
健康で働けていましたが、健康ではないので休職中です。

番組モニター
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コンサルタント会社「街の四季の香りを作る会社」の設立
～あなたの街の香りを見える化します～

街には、その街ごとに、そして四季ごとに特徴ある香りがあると考えています。仕事か
ら帰宅時、自宅の最寄り駅に降りたとたん、その周囲の香りで「帰ってきたんだ！」と実感
します。その香りを「見える化」して、その街ごとの特徴ある香りを育て上げるためのコ
ンサルタント会社の設立を提案します。
その地域を包含する基礎自治体（東京都特別区、市町村）のシンボルの木と花をベー

スに、地域の気候を踏まえて、四季（３か月）ごとに育成に適する２~３種類の木又は花の
組合せを決定します。
そして、その街の四季（３か月）ごとに設定する２~３種類の香りのもととなる木又は花

をその街のみんなで育てるための取組（仕掛けづくり）、及びその香りを模した柔軟剤の
販売促進を図ります。
この決定のための基礎調査・資料収集を担い、継続して支援・実行していくためのコ

ンサルタント会社の設立を提案します。
スタートアップは、公的支援に加えて、複数の種苗会社と柔軟剤製造会社の支援をタ
ーゲットに主軸に進めます。創業当初の企業スペースは、民間企業の製品開発部門など
に間借りすることを想定します。

審査員コメント
臭いを目印にするのは良いアイデアです。

鞘師　弘一
国の出先機関など、公共事業系の技術職として31年勤務。
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